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■工事名：（仮称）芝浦第二小学校等整備工事■工事場所：東京都港
区芝浦一丁目番１号■建築主：東京都港区■設計・監理：株式会社
ＮＴＴファシリティーズ■建築：日本国土・徳倉・田中建設共同企業
体■電気設備：住友電設株式会社■給排水衛生設備：株式会社日設■
空気調和設備：須賀・日設建設共同企業体■構造：〈地下〉ＲＣ造
〈地上〉ＰＣａＰＣ一部Ｓ・ＲＣ造（１階柱頭免震）■敷地面積：，
．㎡■建築面積：，．㎡■延床面積：，．㎡■階数：
地下１階地上９階塔屋１階■工期：年６月日～年１月日
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　東京都港区が同区内で建設していた港区立芝浜小学校が完成し、４月１日に開校する。
同校は、校庭、体育館、プールが建物内に設置された９階建ての積層型・都市型文教施設。
普通教室と多目的教室を隣接して配置することで多様なカリキュラムに対応する。また、
上空通路でつないだ区の複合施設・みなとパーク芝浦と連携した学習環境作りを進める。
設計・監理はＮＴＴファシリティーズ、建築は日本国土・徳倉・田中建設ＪＶが手がけた。

　港区立芝浜小学校の新築校舎が完成し、年４
月に開校を迎えます。
　芝浜小学校は、芝浦小学校通学区域の大幅な児童
数の増加に対応するため、通学区域を２分割し、
年ぶりの新しい区立小学校として開校します。
　完成した新校舎は、免震構造による耐震安全性を
確保し、最先端の設備とＩＣＴ環境を整備するほか、
隣接するみなとパーク芝浦や区立伝統文化交流館と
の連携、恵まれた水辺資源の活用など、地域の強み
を生かすことのできる環境が整っています。
　芝浜小学校という名称は、学校周辺がかつて「芝
浜」と呼ばれ、有名な古典落語でも馴染みのある地
名であることから、地域の皆様に親しんでいただけ
るよう期待を込めて決定しました。
　芝浜小学校は、児童が、この新しい小学校でとも
に学び、心豊かに成長していけるように学校づくり
を進めてまいります。
　最後に新築工事にあたって、ご理解とご協力をい
ただいた近隣の皆様、また工事関係者の方々に厚く
御礼申し上げます。

　本施設は、芝浦港南地区総合支所・スポーツセン
ター（建物愛称：みなとパーク芝浦）の増築棟とし
て建設された小学校です。建物２階と６階で「みな
とパーク芝浦」と連絡通路で接続することで、災害時
の防災機能の連携強化ができる計画としています。
　また、田町駅東口北地区街づくりビジョンのもと、
低炭素で災害に強い街づくりを推進するため、地域
冷暖房施設（スマートエネルギーセンター）からエ
ネルギー供給を受けており、協定木材を外装材や内
装材に使用することで、「みなとモデル二酸化炭素
固定認証」を取得し、環境負荷低減にも貢献した小
学校づくりとしています。
　施設は１～５階に普通教室と特別教室、６階に
プール、７～８階に体育館、９階に屋上校庭を配置
し、限られた敷地内で要求される機能を積層した構
成で、免震構造を採用し、各階には避難バルコニー
を設けることで、児童や施設利用者に対する安心・
安全確保に最大限配慮しております。
　外観は再生木の縦ルーバーとアルミルーバーを採
用し、街区全体の調和を図りつつ、小学校らしいリ
ズム感のあるデザインとしました。木の温かみに触
れて、児童だけでなく地域の方々にとっても永く愛
される小学校となることを期待しています。
株式会社ＮＴＴファシリティーズ一級建築士事務所
　都市・建築設計部　建築設計部門

　宮野　隆行　笹島　麻代


